
名
古
屋
城
天
守
閣
を
木
造
復
元
し
、
旧
町
名
を
復
活
す
る
有
志
の
会
第
一
三
七
回
例
会 

令
和
六
年
一
月
二
十
日
（
土
） 

十
八
時
～ 

於 

札
幌
か
に
本
家
栄
中
央
店 

近
世
城
下
町
「
名
古
屋
」
の
中
の
「
熱
田
」 

 
 

神
道
史
学
会
々
員 

細 

谷 
 

公 

大 

狙
い
：
現
在
名
古
屋
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
「
熱
田
」
は
、
十
七
世
紀
初
頭
の
い
わ
ゆ
る
「
清
須
越
」

に
よ
っ
て
城
下
町
名
古
屋
が
出
現
す
る
以
前
か
ら
「
都
市
」
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、
そ
の
成
り
立
ち
や
変
遷
、
具
体
的
な
都
市
景
観
に
つ
い
て
は
、
資

料
が
少
な
い
こ
と
か
ら
こ
れ
ま
で
余
り
言
及
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
現
状
が
あ
る
。
発

表
で
は
、
十
六
世
紀
前
半
頃
の
都
市
熱
田
を
描
い
た
も
の
と
さ
れ
る
も
の
の
分
析
が
な
さ

れ
て
来
な
か
っ
た
熱
田
神
宮
所
蔵
「
熱
田
神
宮
古
絵
図
（
残
闕
）」・
同
「
熱
田
神
宮
境
内
図

（
享
禄
古
図
写
）
」・
徳
川
美
術
館
所
蔵
「
熱
田
社
古
図
屏
風
」
の
「
絵
解
き
」（
分
析
）
を

基
に
十
六
世
紀
前
半
頃
の
都
市
熱
田
の
様
子
を
確
認
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
近
世
城
下
町

「
名
古
屋
」
の
中
の
「
熱
田
」
が
ど
の
よ
う
な
都
市
で
あ
っ
た
の
か
、
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
。 

構
成
：
一
、
東
西
日
本
の
境
界
に
位
置
す
る
愛
知
・
名
古
屋 

 
 
 

二
、「
ア
ユ
チ
潟
」
か
ら
日
本
全
国
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
「
尾
張
氏
」
と
熱
田 

 
 
 

三
、
熱
田
社
の
創
始
と
そ
の
周
辺 

 
 
 

四
、
中
世
の
熱
田
社
の
結
界
北
限
と
近
世
名
古
屋
城
下
町
の
南
限
「
古
渡
」 

 
 
 

五
、
中
世
の
熱
田
社
と
中
世
都
市
熱
田
の
景
観 

 
 
 

六
、
近
世
城
下
町
「
名
古
屋
」
の
中
の
「
熱
田
」
と
そ
の
後
の
展
開 

 
 
 

七
、
お
わ
り
に 

 

 



一
、
東
西
日
本
の
境
界
に
位
置
す
る
愛
知
・
名
古
屋 

 



二
、「
ア
ユ
チ
潟
」
か
ら
日
本
全
国
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
「
尾
張
氏
」
と
熱
田 

  

  

 

『尾張氏☆志段味古墳群をとりあかす』（名古屋市博物館 平成 24年）より引用 

尾張戸神社 



 

 

 
 

 
 

 
 

  

●
雲
出
川
河
口 

三渡俊一郎『熱田区の歴史』（愛知県郷土資料館公開、平成 17 年）より加筆引用 

「S字甕研究室」（http://ukigami.com/esuji/bunrui.html）より引用 

『尾張氏☆志段味古墳群をとりあかす』（名古屋市博物館 平成 24年）より引用 

http://ukigami.com/esuji/bunrui.html


 
 
 

三
、
熱
田
社
の
創
始
と
そ
の
周
辺 

 

 

  

熱田社を取り巻く「八所之鳥居」の位置関係図 

角田忠行の唱える熱田社創始関係事項略表 



 
 
 

四
、
中
世
の
熱
田
社
の
結
界
北
限
と
近
世
名
古
屋
城
下
町
の
南
限
「
古
渡
」 

 

 

  
 

熱田社本宮・熱田神宮寺を囲む結界「本宮御溝」（本宮御堀）の復元図 熱田社を取り巻く「八所之鳥居」の位置関係図 



 

 

名古屋城に設けられる予定であった「総構」の範囲

と周辺の位置関係図（国土地理院 デジタル標高地

形図を一部加筆の上引用） 黄色破線は実際の名古

屋城と城下町のおおよその範囲。 

赤字は 15世紀中頃に確認できる地名（赤字）。黒字は江戸期に「熱田社神

官支配之地」であった地名（名古屋市都市計画情報サービスより加筆引用） 



 

「熱田路見之図（部分）」（文政年中〔1818～1830〕成立カ。熱田神宮所蔵）より加筆引用 



  

「熱田神宮古絵図（享禄古図）」（『熱田神宮名宝図録ー宝物から見る歴史と信

仰―』〔熱田神宮宮庁、平成 27年〕より引用） 中世都市熱田の結界「本宮惣構」の復元図 



 
 
 

五
、
中
世
の
熱
田
社
と
中
世
都
市
熱
田
の
景
観 

 

 

いずれも『熱田神宮史料』造営遷宮編上（熱田神宮宮庁、昭和５５年）

より加筆引用 

「熱田神宮古絵図（享禄古図）」（『熱田神宮名宝図録ー宝物から見る歴史と信仰―』〔熱田

神宮宮庁、平成 27 年〕より加筆引用） 



 



 

 

「熱田神宮古絵図（残闕）」（『熱田神宮名宝図録ー宝物から見る

歴史と信仰―』〔熱田神宮宮庁、平成 27 年〕より加筆引用） 

 

「享禄古図」で比定した建物を基準にして描かれた情報を特定

したものを掲げる。 



                     

 



 

「熱田神宮境内図（享禄古図）」の中心に位置する「常行堂」と

考えられる建物（『熱田神宮名宝図録ー宝物から見る歴史と信仰

―』〔熱田神宮宮庁、平成 27 年〕より加筆引用） 

名古屋市立博物館所蔵「熱田神宮境内曼荼羅図」（名古屋市立博物館企画展

「城からのぞむ 尾張の戦国時代」〔平成 19 年〕より引用） 



●
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
か
（
成
立
背
景
と
関
連
す
る
問
題
） 

  

  

林雅彦「絵解き（絵語り）と私―付・絵解き台本「熊野観心十界曼茶羅」」

『いすみあ（明大大学院教養デザイン研究科紀要）』（平成 22年）より引用

より引用） 

『熱田神宮古絵図（残闕）』写真（発表者調査時に撮影） 簡単に破れそうな程

薄い。折跡から各紙は糊付された上畳まれていたと思われる。床等に広げて用

いられたか？ 



●
「
熱
田
神
宮
境
内
図
（
享
禄
古
図
写
）」
に
描
か
れ
た
人
々 

・「
馬
上
の
人
物
（
Ａ
・
Ｂ
）」
と
「
裃
着
用
の
人
物
（
Ｃ
）」―

熱
田
社
へ
参
詣
す
る
人
々
の
象
徴
な
の
か
ー 

 
 

B 

A 

C 

馬
上
の
人
物
Ａ 

馬
上
の
人
物
Ｂ 



 

・
源
太
夫
社
（
上
知
我
麻
社
）
前
の
「
裃
着
用
の
人
物
Ｄ
」―

「
鳥
居
前
の
名
物
」
を
あ
き
な
う
者
な
の
か―

 

  

裃
着
用
の
人
物
Ｃ 

う
り
も
の
お
ほ
か
る
中
に
、
御
福
餅
と

な
つ
け
て
、
小
き
あ
ら
れ
の
こ
と
き
、
四

角
な
る
も
ち
を
あ
な
ふ
、
こ
れ
は
、
ま
い

年
、
高
桑
氏
な
る
ひ
と
、
古
来
よ
り
、
こ

れ
を
う
る
と
ぞ
、 

朴
竹
堂
素
外 

（「
尾
張
年
中
行
事
絵
抄
」） 



・「
椎
の
木
東
脇
で
拝
礼
す
る
人
物
」―

永
く
受
け
継
が
れ
た
熱
田
社
を
拝
礼
す
る
作
法―

 

 

 

●
「
熱
田
神
宮
古
絵
図
（
残
闕
）」
に
描
か
れ
た
人
々 

・
清
雪
門
前
で
何
ら
か
の
宗
教
儀
礼
を
行
う
人
々 

 

   



●
そ
の
他
特
筆
す
べ
き
描
写 

・「
熱
田
神
宮
境
内
図
（
享
禄
古
図
写
）」「
熱
田
神
宮
古
絵
図
（
残
闕
）」
に
描
か
れ
「
輪
蔵
」
と
想
定
さ
れ
る
建
物 

 

   

・「
熱
田
神
宮
境
内
図
（
享
禄
古
図
写
）」
に
描
か
れ
た
「
詳
細
不
明
鳥
居
」―

「
八
所
」
鳥
居
以
外
の
謎
の
鳥
居―

 

 

  

上：「熱田神宮古絵図（残闕）」 

下：「熱田神宮境内図（享禄古図写）」 

熱田社築地塀の内に仏教建築に類似した蟇股の特異な建

物が認められる 



・
聖
域
内
（
本
宮
御
溝
内
）
を
行
き
か
う
世
俗
の
人
々 

・
水
色
ス
ヤ
リ
カ
ス
ミ
東
端
の
屋
敷
（
祝
師
（
権
宮
司
）
田
島
家
屋
敷
と
想
定
）
中
之
鳥
居
脇
の
檜
皮
葺
の
門
を
備

え
た
屋
敷
（
惣
検
校
（
権
宮
司
）
馬
場
家
屋
敷
と
想
定
） 

 

●
「
熱
田
神
宮
境
内
図
（
享
禄
古
図
写
）」
と
「
熱
田
神
宮
古
絵
図
（
残
闕
）」
成
立
背
景 

ー
主
な
相
違
点
か
ら
ー 

・「
享
禄
古
図
」
が
「
再
興
絵
図
」
と
も
伝
世
さ
れ
て
き
た
点
、「
残
闕
」
が
「
享
禄
古
図
」
に
比
べ
明
ら
か
に
古
相

で
あ
る
と
い
う
点
、
更
に
は
享
禄
年
間
の
造
営
が
勧
進
活
動
も
含
め
て
こ
れ
ま
で
想
定
さ
れ
て
い
た
以
上
に
大
規

模
な
造
営
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
点
、
等
か
ら
次
の
様
な
成
立
背
景
が
あ
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。 

「
残
闕
」 

 

大
規
模
な
熱
田
社
・
神
宮
寺
関
連
の
造
修
に
資
す
る
勧
進
活
動
を
行
う
た
め
に
、
建
築
物
が
徐
々
に

滅
失
し
つ
つ
あ
る
熱
田
社
・
神
宮
寺
の
客
観
的
な
現
状
を
客
観
的
に
記
載
し
、
来
る
造
修
事
業
へ
の

勧
進
活
動
の
為
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

「
享
禄
古
図
」
大
規
模
な
熱
田
社
・
神
宮
寺
関
連
の
造
修
が
完
了
し
た
証
と
し
て
造
修
が
な
さ
れ
た
建
物
を
強
調
し

て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
聖
域
で
あ
る
熱
田
社
・
神
宮
寺
の
神
聖
性
を
強
調
し
た
上
で
参
詣
作

法
を
示
す
な
ど
、
人
々
を
参
詣
へ
誘
い
つ
つ
、
造
修
の
事
実
を
記
録
と
し
て
後
世
に
残
す
意
図
を
含

め
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

・
中
之
鳥
居
脇
の
檜
皮
葺
の
門
を
備
え
た
屋
敷
（
惣
検
校
（
権
宮
司
）

馬
場
家
屋
敷
と
想
定
） 

 

「聖域内を行きかう人々」と「水色スヤリカスミ東端の屋敷（コケラ葺と思われる門）」 

中之鳥居西側にある檜皮葺の門を備えた屋敷（門前に神官？） 



 
 
 

六
、
近
世
城
下
町
「
名
古
屋
」
の
中
の
「
熱
田
」
と
そ
の
後
の
展
開 

●
「
清
州
越
し
」
以
前
の
熱
田 

 

 

●
「
清
州
越
し
」
に
伴
う
熱
田
の
変
貌 

 

下村信博「戦国・織豊期尾張熱田加藤氏研究序説」（『名古屋市博物

館研究紀要 14』名古屋市博物館、平成 3 年）より引用 



 

 

→

こ
の
広
大
な
伊
勢
湾
に
面
し
た
新
田
地
帯
が
後
の
中
京
工
業
地
帯
の
中
心
地
と
な
る
。 

 

『名古屋市史資料編』より引用 



 
●
熱
田
湊
の
終
焉
と
名
古
屋
港
築
港 

 

→

中
京
工
業
地
帯
の
成
立
へ
【「Japan

 
city 

plans

」
参
照
＝
終
戦
時
の
工
場
分
布
が
判
る
資
料
】 

（http
://maps.lib.utexas.edu/maps/ams/japan_city_plans/

よ
り
引
用
） 

http://maps.lib.utexas.edu/maps/ams/japan_city_plans/


●
名
古
屋
空
襲
資
料
の
軍
需
工
場
分
布
か
ら
見
る
日
本
の
中
の
名
古
屋 

 

 熱田空襲を記録する会編『紺碧の空が裂けた日 愛知時計・愛知航空機爆撃体験記録』（熱田空襲を記録する会、平成 2 年）より加筆引用、

写真は『名古屋市史資料編』等より引用したもの 



・
工
業
用
地
の
立
地
、
原
材
料
・
製
品
の
搬
出
入
の
方
途
か
ら
見
る
工
場
分
類
（
昭
和
十
九
年
、
大
規
模
工
場
の
み
） 

①
名
古
屋
港
沿
岸
を
利
用 

名
古
屋
造
船
・
三
菱
重
工
業
大
江
工
場 

②
名
古
屋
港
～
旧
熱
田
港
の
沿
岸
を
利
用 

愛
知
時
計
電
機
熱
田
工
場
・
愛
知
航
空
機
熱
田
工
場
・
愛
知
航
空
機
船
方
工
場
・
住
友
軽
金
属
・ 

大
同
製
鋼
道
徳
工
場 

③
新
堀
川
運
河
を
利
用 

岡
本
自
転
車
工
業
・
日
本
特
殊
陶
業
・
愛
知
時
計
電
機
瑞
穂
工
場
・
日
本
車
両
・
中
島
飛
行
機
熱
田
工
場
・ 

大
同
製
鋼
熱
田
工
場
・
名
古
屋
造
兵
廠
高
蔵
兵
器
製
造
所
・
名
古
屋
造
兵
廠
熱
田
兵
器
製
造
所
（
昭
和
十 

五
年
に
航
空
機
部
門
は
「
陸
軍
航
空
工
廠
」
と
し
て
東
京
都
立
川
市
に
移
転
） 

④
中
川
運
河
を
利
用 

愛
知
航
空
機
永
徳
工
場 

⑤
東
海
道
線
を
利
用 

豊
和
工
業
・
三
菱
重
工
機
器
・
日
本
陶
器
・
三
菱
重
工
業
瑞
穂
工
場
・
名
古
屋
螺
子
・ 

高
野
精
密
機
械
工
業
・
岡
本
工
業
笠
寺
工
場
・
中
央
発
条 

⑥
中
央
線
を
利
用 

三
菱
電
機
・
名
古
屋
造
兵
廠
千
種
兵
器
製
造
所
・
三
菱
発
動
機
大
幸
工
場 

 

・
昭
和
十
六
年
作
成
「
軍
事
機
密
名
古
屋
防
空
隊
戦
闘
計
画
」
を
見
る
と
前
記
工
場
所
在
地
帯
が
す
っ
ぽ
り
と
入
る 

→

名
実
と
も
に
中
京
工
業
地
帯
の
中
心
地
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。 

 

 『名古屋市史資料編』より引用 



 
●
「
名
古
屋
地
区
に
お
け
る
主
要
工
場
」
及
「
空
襲
に
よ
る
工
業
別
被
害
面
積
」
よ
り
見
た
名
古
屋
軍
需
産
業 

 

 

 

  

① 

航
空
機
（
三
菱
航
空
機
・
愛
知
航
空
機
・
名
古
屋
造
兵
廠
熱

田
兵
器
製
造
所
飛
行
機
部
）
従
業
員
数
約
十
万
人 

② 

主
要
兵
器
（
陸
軍
名
古
屋
造
兵
廠
等
）
従
業
員
数
約
六
万
人 

③ 

金
属
・
電
気
・
機
械
そ
の
他
の
工
場 

従
業
員
数
約
九
万
人 

❶ 

航
空
機
工
場
敷
地
面
積 

約
三
五
〇
万
平
米 

❷ 

主
要
兵
器
工
場
敷
地
面
積 

約
二
〇
〇
万
平
米 

❸ 

金
属
・
電
気
・
機
械
そ
の
他
の
工
場 

約
二
〇
〇
万
平
米 

 

熱田空襲を記録する会編『紺碧の空が裂けた日 愛知時計・愛知航空機爆

撃体験記録』（熱田空襲を記録する会、平成 2 年）より引用 



 
●
終
戦
時
ま
で
の
全
国
の
航
空
機
体
・
航
空
エ
ン
ジ
ン
生
産
数
よ
り
見
た
名
古
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統計資料等より発表者作成 


